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Ｉ　問題の所在
匚日本のどこで稲作が行われているか？
」とい
う問いに対し
，匚日本全国」という答えと，厂沖積
平野
」という答えのどちらが適切なのだろうか。
もちろんいずれも答えとして誤っているとは言い
難い
。匚播磨平野にはなぜ溜池が多のか」と
う問いに対しては
，匚瀬戸内気候だから」匚大きな
川がないから
」といういくつかの答えが想定され
る
。その答えのうち最も適切なものは何かと考え
た時に
，そこにはスケールの概念が欠けているこ
とに気づく。
2008年７月に示された『
説社会編』の地理的分野では
，スケールに関する
問題点が指摘されているi
。規模の違うものを比
較したり
，環境決定論的に結論を導くなど他の要
素と関連づけて総合してとらえていないという問
題である
。どちらも，スケールを無視したために
生じたことである
。このように，教員が，問いと
答えの間のスケ
ルーの不一致を意識していないこ
とは問題である
。つまり，地域性をとらえる学習
において
，スケールの異なるものを比較したり，
一つのスケールのみの考察で物事を粗く見て結論
を導いたりしていたことが問題である
。これらは，
小学校の社会科でも起こりうる問題である
。
地理学において地域をとらえる際に
，スケール
を考慮する必要性は多くの地理学者が強調してき
た‰その中で
，浮田典良は，スケールという用
語の意味を
，匚地域をとらえる場合の，とらえか
たの精粗をさす
。マクロ・ミクロは地図の縮尺で
なく
，観点の精粗,
 makroskopish (巨視的）
，
mikroskopish (微視的）の意である
。Jiとしてい
る。その上で，地理学におけるスケールの重要性
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について
，厂地域ないし，地域的現象をとらえる
際には
，さまざまなスケールのとらえ方が可能で
あり
，スケールによって観点や問題点がかわって
くる
。そして，どのスケールでとらえるのがもっ
とも適切かというようなことは
，一概にはいえな
い
。」と述べている。そして，厂どこに」または
「どんなところに」という問いに対して，スケー
ルによって解答が変わってくる
，と述べている‰
また
，吉水裕也は地域を読み解く視点と方法に
おいて
，匚地域を読み解く視点と方法は，『スケー
ル』の問題を抜きにして論ずることができない
。」
と地域を読み解く視点と方法としてのスケ
ルーの
重要性を指摘している≒地域を読み解く上で
，
どのスケ
ルーで述べているかが記述されること，
ある問いに対する答えが正しいか判断できる
。そ
して
，さまざまなスケールで地域を読み解く重要
な視点として匚特に小さい地域
，またはミクロな
課題を
，より大きい地域やマクロな課題の中にど
のように位置づけていくのかという点は
，重要な
視点である
。］と指摘している％
以上の指摘から
，匚授業における問いのスケー
ルと答えのスケ
ルーとの不一致の解消」および
匚個々のスケ
ルーから読み取ることができる内容
を総合的に考察する方法
」について示し，それら
を組み込んだ小学校産業学習の授業モデルを提案
する
。なお本研究で用いるスケール概念は，スミ
ス（Smith,Ｎ.）が整理したもののうち
，地図の縮
尺を示す地図学的スケ
ルー（地域の規模）と，研
究者が研究対象地域を確定する際に用いる方法論
的スケール（事象の見方の精粗）の意味である％皿　研究仮説と研究内容
本研究では研究仮説を以下のように設定する。
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匚小学校社会科の学習において
，子どもに思考の
スケールである問いのスケールと答えのスケール
を
一致させたり，獲得する知識のスケールをミク
ロ
，メソ，マクロの３つのスケールから総合的に
とらえさせたりすることで
，地域や産業の様子を
正しくとらえることが出来るのではないか
。｣
そして
，次の手順で論を進める。
剛獲得する知識の質とスケールの関係について
明らかにする。
(2潤いと答えの不一致を解消するために
，スケー
ルの段階を設定する。
(3)マルチ・スケールを定義する。
(4)小学校産業学習に関する授業実践事例を収集・
分析し
，その問題点を明らかにする。
(5)その結果からマルチ・スケールを利用した小
学校社会科産業学習の授業モデルを開発・提
案する。
Ⅲ　獲得する知識の質とスケ
ルーの関係
社会科において獲得する知識には質がある
。こ
こでは
，獲得する知識の質とスケールの関係につ
いて述べる
。そして獲得する知識の質とスケール
の関係について
，マクロ，メソ，ミクロの３段階
に整理することを示し
，獲得する知識のスケール
の明示の方法について述べる。１　知識の質
知識は
，特定の事象にしかあてはまらない応用
のきかない知識と
，応用のきく知識に大きく分け
られる
。この２つの知識それぞれにスケールが存
在する
。このことから，スケールを組み込んだ授
業では
，知識論を組み込んだ授業構成を行う必要
がある
。本稿では，広く用いられている授業構成
論である岩田
一彦の概念探究・価値分析型社会科
に依拠する气なぜなら概念探究・価値分析型社
会科では匚なぜ疑問」を設定し，それを解決する
下位の問いのセットで構成されるからである
。そ
こには，知識の質が関係することとなるからであ
る。
２　獲得する知識の質とスケ
ルーの関係
知識のスケ
ルーを整理するときに，単に事象の
見方の精粗で判断するだけではなく
，匚地域事象
の規模」という条件を設定することにした。匚地
域事象の規模
」を横軸に，匚地域事象の見方の精
粗
」を縦軸に設定すると４つの象限ができる。そ
の中で
，「‾粗く，広い」で示される第１象限と，
匚精緻
，狭い」で示される第３象限に着目した。
第１象限は
，浮田がスケールによって答えがかわっ
てくることを示した日本の米作りの例では
，
匚5,000万分の１の縮尺で描く時
，米作を赤く塗る
と北海道北部
・東部を除く日本全域が赤く塗りつ
ぶされる
。」にあたる。日本の米作りを，できる
だけ広い地域でとらえ
，米作りが可能なのかを粗
くとらえている
。第３象限は，浮田の例示した
「5,000分の１では
，水田を１筆ずつ描き分けるこ
とが可能になる
。」である。日本の米作りを，水
田１筆まで細かくとらえ
，米作りの様子を精緻に
とらえている。
以上のことから
，第１象限と第３象限に着目す
る
。そして，第１象限を広い地域を粗く見るマク
ロ・スケール
，第３象限を狭い地域を細かく見る
ミクロ・スケールとした（図１）。
図１　地域の規模と事象の見方の精粗から見た２つのスケール(筆者作成)
そして
，このとらえ方に，３つめのスケールで
あるメソ・スケールを組み込む。社会学では，個
別理論や普遍理論で説明かつかない内容について
考察する中範囲理論が用いられる‰この考え方
に依拠すると
，第１象限は普遍理論(マクロ・ス
ケール)，第３象限は個別理論(ミクロ・スケー
ル)である
。さらに，地域をとらえる上で，ミク
ロすぎてもマクロすぎても見えない内容があるの
ではないかと考え
，２つのスケールの中間にメソ・
スケールを位置づけた(図２)。
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獲得する知識を
，図２にあてはめていくことで，
問いを発する教師とそれに答える児童は
，知識の
スケールを意識することができるようになる。
図２　地域を考察する３つのスケール　（筆者作成）
IV　問いと答えのスケールの不一致の解消－スケールの段階の設定－
問いのスケ
ルーと答えのスケールの不一致を解
消するために
，地理学者はどのような点に配慮し
て研究対象地域のスケ
ルーを決めているのだろう
か
。浮田が示した匚観点の精粗として示される思
考のスケールを，地図の縮尺を手がかりに読み解
いている」こと川こ依拠して考えてみよう。１　対象地域のスケールを確定する手法
地域を読み解くとき
，一定規模の空間を対象地
域として設定する
。つまり，地誌学習では，対象
とする地域を確定することが学習の第
一歩となるＯ
対象地域を確定する方法として
，高橋伸夫は，
匚ミクロにとらえた地域をしだいによりマクロな
地域の中へ
，機能的な媒介を通して回想的に結合
させていく研究方法がある
。」としている％ま
た
，桜井明久は，匚空間的単位をもったものとし
て地域を考え
，しかもそれら地域が部分地域をな
し
，全体を作るという地域系の視点」が重要であ
るとし
，匚地域」と匚地域系」という地域をとら
える視点を示している黠このように
，学習対象
となる地域をどのように設定するのかということ
が，どのような内容を読み取らせるのかに大きく
影響する。
２　地域把握のスケ
ルーと空間と時間のスケール
浮田は
，地域を読み解く手がかりとして，地図
の縮尺を用いた
。また，浮田は気候学者がスヶ－
ル概念を厳密に用いていることに着目している。
それは
，気象現象の発生から消滅までの時間の長
さが
，空間規模と比例関係にあるからである。浮
田は
，この考え方が人文現象にも当てはまると考
えている黠そこで，スケールと地図の縮尺，気
候学の時間スケ
ルーを組み合わせて，地図学的ス
ケールと方法論的スケールの関係について整理し
た(表１)。
空間のスケ
ルーと時間のスケールの関係をもと
に
，地図の縮尺として示されるスケールを，次の
ように３つの段階に分けて設定した(表２)。この
ようなスケ
ルーの段階を設定することによって，
前述のように問いを発する教員も，答える児童も，
どのスケ
ルーで考えているのかを意識できると考
えた
。このスケールの段階を授業に組み込みたい。
表1　地域把握のスケールと空間と時間のスケールの関係
(浮田(1970)をもとに筆者作成)表２　厂スケール｣と厂地図の縮尺｣との関係
（筆者作成）
IV　地域を総合的に考察する「ーマルチ・スケール」の定義一
ここでは
，様々なスケールから読み取ったこと
をもとに地域を総合的に考察するための観点とし
ての「マルチ・スケール」の手法について提案し，
その定義を述べる
。
１　マルチ・スケールの定義
地域を読み解く際
，さまざまなスケールでとら
え考察を深めることで内容的深まりが増す
。浮田
は，「さまざまなスケールでとらえてみて，それ
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らを比較検討することが重要であり，それがストー
ン（Stｏｎｅ,Ｋ.Ｈ.）のいうmulti-scale geography な
のであるｏ
」゛と述べている。また，高橋は，匚地
域のスケ
ルーを移行させながら，全体の中で対象
とする地域を考察する必要がある
。換言すれば，
各種のスケー ルを組み合わせた地理学(multi-
scale geography)の重要性を認識しなければなら
ない
。」゛と述べ，研究者がさまざまスケールで
地域を考慮することの必要性を述べている
。そこ
で，厂マルチ・スケール」を次のように定義する。
Ⅵ　小学校産業学習の先行授業実践の分析の視点
と分析結果
これまで述べてきたことをもとに
，「授業にお
ける問いのスケ
ルーと答えのスケールとの不一致
の解消」および匚個々のスケールから読み取るこ
とができる内容の総合的な考察」に関する分析フ
レームワークを作成し
，小学校社会科産業学習の
先行実践を分析する。
岩田によると
，産業学習のねらいの１つに匚産
業を通して地域を理解させる
。」“がある。しか
し，この目標は以下の理由により達成されている
とは言い難い。
○匚産業を通して地域や社会のしくみを理解す
る学習」を進めるにあたり，匚地域」や匚社
会」が限定されていないので，匚地域区分」
が明確でない。
Ｏ「産業を通して地域や社会のしくみを理解す
る学習」において，具体的事例から知識を獲得して，それを一般化する学習が示されてい
ない。
産業学習が対象とする社会のスケールを明らか
にすることで
，個々の授業において匚全体」と
匚部分」の関係が明確になる。それによって，全
体と部分の両面から考察されているのか
，部分だ
けで考察されているのか
，全体だけで考察されて
いるのかが明らかになり
，匚産業を通して地域を
理解させる。」という目標の達成を見直す視点と
なる。
そこで，社会科産業学習の分析を行う。そして
分析結果から
，マルチ・スケールを利用した小学
校社会科産業学習の授業に必要な条件を整理する。
１　分析視点
産業学習におけるマルチ
・スケールの利用につ
いての先行授業実践を分析する際の視点は，次の
４点である
。
分析視点１
零時の学習では
，どのような学習過程が設定
され，どのスケールの問いが設定されているか。
分析視点２
単元全体においてどのような地図の縮尺が用
いられているのか。
分析視点３
単元を通して獲得する知識のスケールは
，ど
のようになっているのか。
分析視点４
本時の学習において
，教員が求めている答え
のスケールは，問いのスケールと一致している
のか
。
２　分析結果
分析対象は
，小学校社会科産業学習の授業50事
例である
。先行授業実践のうち，５年生の学習の
もの
，知識が構造化されていると考えられている
もの
，授業案や授業記録など単元全体，単位時間
の問いと答えが明示されているものを抽出したＯ
その結果
，年代では1978年から2009年の約30年間
の実践が該当した。
剛分析視点１　学習展開過程と問いの設定
先行授業実践において
，概念探究型の学習展開
と判断する基準として
，以下２点を示す。
○単元を通して設定している問い
，又は零時の
中核的問いが匚なぜ」疑問として設定され
，
因果関係を問うものになっている
。
○科学的探究を学習原理としている
。
結果は，以下の通りである。
50事例中26事例が概念探究型であった
。単元を
つらぬく問いは
，児童が追していく内容を示す
ものであり
，そのきっかけとしてマクロ・スケー
ルの問いを設定しているものが多い。
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(2)分析視点２　単元全体において用いられている
地図の縮尺
地図の縮尺のスケールについての結果は，以下
の通りである。
単元全体を通して
，ミクロ・スケールをあつかっ
た事例が多い
。また，マクロ・スケールとメソ・
スケール，ミクロ・スケールとすべてのスケール
をあつかった事例は見られなかったＯ(3汾析視点３　単元全体において用いられている
知識のスケール
知識のスケールについての結果は，以下の通り
である。
単元全体を通して
，すべてのスケールが位置づ
いている事例は見られなかった。
(4)分析視点４　本時の学習における
，教員が求め
ている答えのスケールと，問いのスケールとの
関係
先行実践事例において
，取り上げた単位時間の
問いのスケ
ルーと答えのスケールが一致した事例
は, 24/50事例であった
。そのうち，概念探究型
の学習展開だったものは
，ｎ事例であった。
社会科地理の授業において
，教員が自ら発する
問いに対して適切な地域スケ
ルーを意識すること
なく授業を展開している
。また，教員がマクロな
スケ
ルーの中にどのようにミクロなスケールの地
域を位置づけるのかを意識しないままに授業を行っ
ていることが問題である
。そこで，以上の２点に
対して
，改善策を提示することを試みた。
３　マルチ・スケールを利用した小学校社会科産
業学習の授業の在り方
先行授業実践分析の結果から
，マルチ・スケー
ルを利用した小学校社会科産業学習の授業では
，
次の５つの改善点があることがわかった
。
①概念探究型で授業を構成する。
-
②学習展開の初期段階に
，マクロ・スケールでな
ぜ疑問を設定する。
③学習において用いる地図の縮尺を
，マクロ，メ
ソ
，ミクロのスケールにおいて準備し，それぞ
れのスケールにおいて
，読み取ることができる
内容を明確に示す。
④学習対象となる知識を構成する上で
，考慮する
知識の質は
，マクロ・スケールでは汎用性の高
い知識で構成し
，ミクロ・スケールでは個人の
工夫や努力に関する知識で構成する
。また，一
般的な知識と個別の知識を概観する知識として
，
メ
ソ・スケールを設定する。
⑤単位時間レベルで問いのスケールと答えのスケールが一致する授業作りを行うＯ
Ⅶ　マルチ
・スケールを利用した授業モデル
これまでの研究成果結果から
，匚授業の中で扱
うスケ
ルーについて偏りがあること」，匚問いのス
ケ
ルーと答えのスケールに不一致があること」が
わかった
。これらの問題点を解決するために，実
際にどのような授業を展開すればよいのか
。
ここでは
，マルチ・スケールを利用した小学校
産業学習の授業モデルを開発
，提示する。
１　マルチ
・スケー 利用した授業構成
スケ
ルー概念を導入するために，岩田の概念探
究
・価値分析型社会科に依拠し，マルチ・スケー
ルを利用した小学校社会科産業学習の授業モデル
の開発を行う
。その際，先行授業分析の結果をふ
まえ
，以下の点から整理し，授業設計を行う。
匚スケールの区分」
マクロ
，メソ，ミクロの３段階に区分して，
知識の質を考慮することで
，スケールを明確に
した内容構成を行う。
匚問いのスケ
ルーと答えのスケールの一致」
なぜ疑問として設定される問いのスケ
ルーと
答えのスケールが一致するよう，問いと知識の
構造をもとにした内容構成を行う。匚マルチ・スケール」
獲得する知識を構造化する
。知識の構造化に
より
，マクロ，メソ，ミクロのスケールの知識
が設定される
。これらを総合して，日本の産業
の特色を考察する
。総合して得られた知識は，
各スケールの知識が入れ子状になる内容構成を
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行う。
２　マルチ・スケールを利用した授業設計の方法
スケ
ルーの概念を組み込んだ授業を行う場合，
知識が構造化されていることが必要である
。知識
の質に応じて知識を構造化することで
，スケール
を
見分ける手がかりになる。
そこで
，岩田の「‾知識の分類」に依拠する回i。
授業の目標として示される知識の質が明らかにな
れば
，答えのスケールが明らかになるかである。
３　題材「工場のある場所と広がり～自動車をつ
くる工場～」（小学校５年生）を取扱う意義
巾自動車工業を立地条件から扱うポイントエ業を扱う上では立地が取り上げられる。岩田
は
，立地条件を追究することは，工業の本質に迫
ることになると述べている“
。また吉水は，教
科書分析から
，工業単元において立地概念を扱う
ことで工業の本質に迫ることができることを指摘
している心
。しかし，告水の分析による，匚な
ぜここにあるのか」という立地条件から吟味して
いくような内容は見られなかったという¨
。
以上のことから
，立地条件を吟味した学習展開
から
，工業の本質に迫りたい。
また
，立地条件はどのような内容から構成され
るのか
。ここでは，工業立地論を展開したウェー
バー (Weber,A)の工業立地論と，山本健児の
ＢＭＷの新しい組み立て工場の立地選定過程“i
から
，費用，交通網，労働力，将来の拡張性，補
助制度などの政治を扱うことがポイントだととら
えた。
（2）マルチ
・スケールで立地条件を扱うポイント
立地条件を扱った日本の自動車工業の学習にお
いて
，厂なぜ工場がそこあるのか」という問いに
スケール概念を導入することで，次の３つの利点
が得られる。
○マクロ・スケールでは，匚なぜ日本に自動車工
場が多いのか」という問いが設定できる。そし
て
，匚資源のない日本が，加工貿易を行ってい
る」という工業の特質を見いだすことができる。
○メソ・スケールでは，匚なぜ，東海地方に工場
があるのか
」という問いが設定できる。自動車
産業がアメリカから伝わる頃
，名古屋では1930
年に『中京デトロイト計画』が発表され，自動
-
車工業の誘致が行われた
。この計画は頓挫する。
しかし
，中京地域での自動車産業の意識が高まっ
た
。その伝統が今につながっているという特質
を見いだすことができる
。同時期，関東大震災
を契機に自動車需要の高まりもあった
。あるい
は
，厂なぜ，内陸部に自動車工場があるのか」
という問いが設定できる
。これは立地条件を問
うもので
，自然条件，交通条件，経済，政治な
どの視点から
一般的な立地条件を考察できる。
○ミクロ・スケールでは，「なぜ，岐阜県の工業
団地グリ
ンーテクノみたけに工場があるのか」
という問いが設定できる
。そして，「‾広大な土
地を準備し
，工場を水平的に配置するアメリカ
の工場作りを導入して自動車作りをしている
」
という特質を見いだすことができる
。あるは，
匚部品を作る人は
，ちょっとした傷でも不良品
にするのはなぜか」と，個人の工夫や努力を問
うことができる
。ここから匚親工場との信頼関
係を維持する
」という個人の思いに到達できる。
これらの問いから導き出された答えを総合する
ことで
，立地条件から見た自動車工業の特質とな
る
。このようにマクロ，メソ，ミクロの３つのス
ケ
ルーでの問いを意図的に設定したことが匚マル
チ・スケール」でとらえたことになる。
（3）知識の構造
本単元で習得する知識の構造を示す
。紙面の関
係上
，概念的知識と説明的知識のみを示す。
○概念探究過程における知識の構造
【概念的知識】
自動車関連工場は
，豊富で優秀な労働力を確保
しすく
，物流に有利な高速道路や空港，港に近い
場所などの交通条件がそろっており
，土地取得コ
ストが安く
，国や地方の援助を受けることができ
るという条件が整っているところに立地する。
【説明的知識】
日本の自動車産業の中で生産台数がトップのト
ヨタ自動車やトヨタ自動車の関連工場は
，内陸部
に立地している
。それは，工場をつくることがで
きる広大な土地が安く手に入ること
，豊富で優秀
な労働力の確保がしやすいこと
，物流に有利な高
速道路や港
，空港が近くにあるという交通条件が
そろっていること，国や地方の援助を受けること
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ができるという理由で工場を立地しているからで
ある。
○価値分析過程における知識の構造
【概念的知識】
自動車工業が海外に生産拠点をおくのは
，消費
地と生産地の距離を短くすること
，販売先の国の
工業の保護と育成，労働力の確保，貿易摩擦の解
消が目的である
。
【説明的知識】
日本の自動車会社の海外生産拠点は
，年々増え
ている
。それは，消費地と 地の距離を短くす
ること
，相手国の工業の保護と育成，労働力の確
保
，貿易摩擦の解消が目的である。自動車会社で
は
，海外での生産拠点で働くことができる人材育
成をめざしている
。
（4）問いの構造
授業過程における問いの構造を明示する
。
○概念探究過程における問い
【中核となる問い】（概念的知識に対応）
なぜ，自動車関連工場は，内陸部に広がってい
るのだろう。
【中核的な問いを解くための問い】（説明的知識
Ｉに対応）
Ａ　なぜ
，岐阜県の工業団地厂グリーンテクノみ
だけ」に
，愛知県の自動車関連の工場が進出し
たのだろう。
Ｂ　なぜ
，匚東海環状自動車道を，工場のライン
のように使っている
。」といわれるのだろう。
ｃ　なぜ，自動車関連工場では厳しい検査をして
製品を出荷するのだろ。
【中核的な問いを解くための問い】（説明的知識
Ｈに対応）
Ｄ　なぜ
，トヨタ自動車は，九州の内陸部の福岡
県旧宮田町に進出したのだろう。
【中核的な問いを解くための問い】（説明的知識ｍに対応）
Ｅ　なぜ
，作られた自動車は，組み立て工場に少
ないのだろう。
Ｆ　なぜ，材料となる鉄鋼は，組み立て工場に少
な
いのだろう。
○価値分析過程における問い
①価値論争問題の内容把握のための問い
-
【中核となる問い】(概念的知識に対応)
なぜ，自動車会社は，海外に生産拠点を建設す
るのだろう。
以上の問いの構造から，授業モデルを提示する。
(5)授業モデル○小単元　匚自動車を作る工業｣
○目標
【概念探究過程】
日本の自動車産業の中で生産台数がトップのト
ヨタ自動車やトヨタ自動車の関連工場は
，内陸部
に立地している
。それは，工場をつくることがで
きる広大な土地が安く手に入ること
，豊富で優秀
や労働力の確保がしやすいこと
，物流に有利な高
速道路や港
，空港が近くにあるという交通条件が
そろっていること
，国や地方の援助を受けること
ができるという理由からである。
【価値分析過程】
日本の自動車会社の海外生産拠点は
，年々増え
ている
。それは，相手国の工業の保護と育成，労
働力の確保
，貿易摩擦の解消が目的である。海外
生産拠点の立地について国内の立地条件をもとに価値分析をし，工場立地における合理的意志決定
を行う。
○小単元の指導計画(全ｎ時間)
第１次　日本の自動車をつくる工場の広がりと
場所(２時間)
【1/300万の地図を用い
，自動車組み立て工場の
立地について学習課題をつくる。(マクロ・ス
ケール)】
【1/50万の地図を用い
，自動車組み立て工場が内
陸に立地する理由について予想し
，仮説を立て
る
。(メソ・スケール)】
第２次　自動車をつくる工場(７時間)(工場見学２時間を含む)
【1/50万～1/20万の地図を用いて，トヨタ自動車の
生産方式を学ぶ
。メソ・スケールの流通体制とミ
クロ
・スケールの生産体制のスケールの入れ子状
態から仮説を検証する
。(マルチ・スケール)】
第３次　これからの工場の広がり(２時間)
【1/300万程度の地図を用いて
，工場が国内だけで
なく世界に広がっているようすをとらえ
，これか
らの日本の自動車工場の在り方を考える。】
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○評価規準，学習指導過程
匚なぜ
，自動車関連工場は，内陸部に広がって
いるのか
。」を解決するために，匚材料や部品を時
間通りに運ぶ交通手段があり
，組み立て工場のジャ
スト
・イン・タイムに応えることができれば，内
陸部に進出する。（メソ･スケール，ミクロ･スケー
ル)｣，匚広大な土地の確保と労働力の確保，地元-
の誘致があれば，内陸部に進出する。（ミクロ･ス
ヶ－ル)｣，｢‾陸上輸送や海上輸送がしやすい場所
であれば，内陸部に進出する。(マクロ･スケール)｣
の仮説のもとに，問いのスケールと答えのスケー
○評価規準
○学習指導過程
-
ルを考慮した学習を行う(各スケールからわかる
ことの追究)
。そして，３つの仮説を検証した結
果をもとに
，課題を解決する時間を位置づける
(マルチ・スケールによる総合的な考察)。紙面の
関係上
，評価規準，学習過程においては，スケー
ルを考慮した｢情報収集
，情報分類・比較，学習
問題の発見・把握，予想，仮説の立案｣の段階
(1-4時間目)と
，マルチ・スケールによる総合
的な考察である厂まとめ・応用｣の段階(９時間
目)を示す。
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［資料の出典一覧］（紙面に取り上げた分のみを掲載）
【資料１】『日本国勢図会2008/09』, p.199.　　　　　　　【資料２】『中学校社会科地図』，帝国書院, 2007, p. 124.
【資料３】『中学校社会科地図』
，帝国書院, 2007,
 p. 124.　【資料４】「中学校社会科地図」，帝国書院，2007，ｐ.93.29「寄居町企業誘致推進計画」，寄居町HP, <URLンｈttｐ  /ｗｗｗ.tｏｗｎ.ｙｏｒii.saitama.ｊｐ
瑁　成果と今後の課題
ここではＶ[で明らかにした社会科授業実践の問
題点を
，どのようにふまえ具現化したのかを述べ
る
。そして，本研究の成果と課題を示すO
l　授業モデルの成果
先行授業実践の改善点を克服するため
，授業モ
デルに次のような工夫を行った。
改善点①については
，概念探究・価値分析型社
会科を組み込んだ学習指導案を開発したことで知識の構造化を図った。
改善点②については，学習指導案中に各問いに
対するスケ
ルー，答えに対するスケールを明記す
ることで
，スケールの偏りが明らかになるようし
た
。また，対象とする地域から中核となる問いを
設定する内容構成を行った。
改善点③については
，用いる地図の縮尺を学習
指
導案の資料内に示した。
改善点④については
，なぜ疑問を設定し，説明
的知識を習得させるようにした
。
改善点⑤については
，学習指導案中の問いと答
えにスケールを示すことで，スケールの整合を図っ
た。
― 19 ―
２　本研究の成果
本研究の意義として次の２点をあげることがで
きる。
第１に
，地理学をはじめとするスケールを考慮
してきた理論をもとに
，匚マルチ・スケール」の
定義を行ったこと
。その上で，教師の発問と児童
の答えの不
一致を解消するために，スケールを明
確にする方途として
，知識を構造化した授業構成
によるモデル授業を開発したこと
。
第２に
，マクロからミクロまで３つのスケール
の問いを意図的に設定したことで匚マルチ
・スケー
ル」でとらえることができる授業を
，産業学習を
例に提示できたこと
。
３　今後の課題
今後の課題は
，本研究で構築した授業モデルに
よる授業実践を行い，研究仮説を検証することで
ある。
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